
【取組内容】 デザインシート（振り返りシート）のクラウド化と文字数カウント

甲州市立塩山中学校（山梨県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

各教科で授業の振り返りを行うデザインシートを活用していたが、LDXスクール事業の指定を受けた
昨年度、表計算ソフトによる電子化を行った。今年度は、そこからさらに生徒の学習に対する知識等の
アウトプット量を増やすための取組として、「入力文字数のカウント」に取り組んだ。本校で今年度取り
組んだデザインシートに関する取組は以下の3点である。

① 全学年統一の様式で道徳デザインシートの作成（表計算ソフト）
② 各教科で使用するデザインシートに文字数カウントの欄を追加
③ デザインシートの入力時間の確保（目標５分間）

例：ある学級の道徳のデザインシート

自己評価 を
入力する欄と
文字数をカウ
ントする欄を
作成

お互いの考えを
他者参照できる
ように出席番号
順に並べ、過去の
振り返りもしやす
いように次の題材
は右側に並んで
いる。
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【成果】
全教科共通の実施により、生徒への浸透

が早まった。また、文字数カウントによる入力
量の意識向上と、目標設定による意欲向上
が見られた。その他、入力時間の確保により、
タイピング技術向上にもつながった。
デザインシートの一覧化により、生徒一人

ひとりの思考を把握しやすく、個に応じたき
め細やかな指導が可能になった。また、生徒
自身も他者参照することにより、自分とは異
なる考えに触れることで、より深い学びの創
出に繋がっている。

年度当初は、文字数カウントは実施していなかっ
たが、参考として取り組み開始後にカウントの欄
を作成した。一番上の生徒は、83文字の入力。

取り組み開始後、アウトプット量が
飛躍的に増え、同じ一番上の生徒
は649文字入力している。

【課題・今後に向けて】
道徳に限らず各教科でのアウトプット量は

増えているが、個人差が見られる。また、アウ
トプット量は増えたが情報の羅列になってし
まっている状況が散見される。
⇒今後は、継続した活用によるタイピング
技術の更なる向上と、内容の精選やまとめ
方にも目を向けた指導をする必要がある。
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